
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゼネラルフローの作成手順 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 ZeroDivide 

 

  



■はじめに 

 Trinity を使ったフローチャートの作成手順にはいくつか方法があります。ここでは新規にグループファイル

を作成して、その中にフローチャートを追加していく手順をご紹介します。 

 

■「グループ設計」の準備 

① 「オプション設定」で「ファイル名は相対パスで設定する」がチェックされているか確認します。チェ

ックされていない場合はチェックを行います。 

  

 

② メニューの「編集」→「ファイル種別」で「FDS ファイル」がチェックされているか確認します。チェ

ックされていない場合は項目をクリックしてチェックします。 

 

 

 

 



■グループファイルの作成 

 初めにフローチャートを保管するためのグループファイルを作成します。 

 

① グループ設計を起動します。 

 

 

② 初めに空のグループファイルに名前を付けて保管します。保管ボタンをクリックするとダイアログが開き

ますので、グループファイル名を設定してダイアログ側の保管ボタンをクリックします。サンプルでは

「ゼネフロ」という名前で保管しています。また今回の説明では予め専用フォルダを作成してゼネフロに

関するファイルをまとめて保管できるようにしています。 

 



■フローの追加 

 続いて作成したグループファイルにフローを追加していきます。 

 

① 「ゼネフロ」を選択した状態で「ファイル」ボタンをクリックします。 

 

 

② 「FDS_File」が追加されますので、選択してから画面右側の「作」ボタンをクリックします。 

 

 

 



③ ダイアログが表示されますので、保管先フォルダとファイル名を設定して保管ボタンをクリックします。 

 

 

④ 日本語名称を入力します。日本語名称は任意の名称を設定できます。入力後にエンターキーを押すと、 

画面左側のツリービューに表示されているノードの名称も変わります。 

 

 

 

 

 



⑤ 原紙名称を設定します。参照ボタンをクリックすると一覧が表示されます。標準的なフローであれば「処

理フロー（概要）B」を選択します。 

 

⑥ 入力画面名称を設定します。参照ボタンをクリックすることで一覧が表示されます。標準的なフローであ

れば「処理フロー(概要)」を選択します。 

 

      

 

 

 



■フローの編集 

 続いてフローの中身を入力していきます。 

 

① ツリービューのノードを選択した状態で編集ボタンをクリックします。 

 

② 「ファイル設計」が表示されますので入力を行います。各項目は以下の通りです。 

 

レベル   ：階層レベルです。ブロックのインデントで最上位が 1 になります。 

ラベル   ：ブロックの左側に表示されるラベルを入力します。 

処理タイトル：タイトルを入力します。 

図形名称  ：描画図形です。マウスの右ボタンをクリックするとイメージの一覧が表示されます。 

説明    ：処理の説明を入力します。200 文字/3 行までのテキストを入力できます。 



新しい行を追加したい場合は最下行でカーソルの↓を押します。 

 

 

行を増やしながらフローを入力していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 入力した結果を画面で確認するには印刷ボタンをクリックします。 

 

 

表示/印刷画面が表示されますのでエンターキーを押します。 

 

フローがイメージとして展開されます。 

 

画面を閉じる場合は ESC キーを押すか、終了ボタンやウィンドウの「×」ボタンをクリックします。 



④ 入力したフローを保管するには保管ボタンをクリックします。 

 

 

ファイル設計には他にもいろいろな機能があります。詳細についてはマニュアルを参照してください。        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■グループファイルでのフローの表示 

① ファイルを選択して表示ボタンをクリックします。 

 

 

設計書が表示されます。 

 

    

 



■フローの PDF 化 

① メニューの「操作」→「PDF 設計書の作成」をクリックします。 

 

② 「PDF 設計書の作成」が起動しますので、保管先フォルダなどを設定してから作成ボタンをクリックす

ることで PDF 化が行われます。 

 
 

今回の手順に従って作成を行うと、全てのフローを一つの PDF ファイルにまとめて保管します。「しお

り」には日本語名称が表記されますので、後から見て分かりやすいものを設定しておくと良いでしょう。 

 



■フローのコピー 

 最後に既存のフローをコピーする手順について説明します。 

 

① コピーしたいフローのノードを選択して複写ボタンをクリックします。 

 

 

② 次に貼り付けボタンをクリックします。 

 

 

 



③ 選択位置の後ろに新しいノードが追加されますので、日本語名称を入力します。エンターキーを押すとノ

ードに入力した名称が反映されます。 

 

 

④ ここまでの手順で既存の原紙や入力画面の設定をコピーしたノードが用意できました。新規にフローを作

成したい場合には前記の「フロー編集」を参考に作業を進めていきます。

 

 

 

 



⑤ 既存のフローをコピーしたい場合、初めに「参」ボタンをクリックしてファイルの選択ダイアログを表示

させます。続いてコピーしたいフローを選択して選択ボタンをクリックします。なおコピーしたいフロー

が既にファイル名称に設定されている場合は次の手順に進みます。 

 

 

⑥ 編集ボタンをクリックしてファイル設計を起動します。 

 

 

 

 



 

⑦ メニューの「ファイル」→「ファイルに名前を付けて保存」をクリックします。 

 

 

⑧ 保管ダイアログが表示されますので、新しいファイル名を入力して保管ボタンをクリックします。 

 

⑨ ウィンドウの「×」ボタンをクリックしてファイル設計を閉じます。 

 



⑩ グループ設計に戻ってファイル名称の「参」ボタンをクリックします。ファイルの選択ダイアログが表示

されますので、先ほど別名保管したファイルをクリックしてから選択ボタンをクリックします。 

 

 

以上で Trinity を使用したフローチャートの作成方法についての説明を終わりにします。 


